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　No.8はNo.1と類似した事業で、前回同様、大勢（今回は前回の半分の5名）が１ケ月という短期間の
団体留学ではあるが、外国語漬けの異文化体験をするもので、初めての武者修行としては入門編として
適当であり、それぞれが大きな刺激を受けて帰国したようだ。
　続くNo.9は学生の海外インターンシップの事例であり、指導教官の手配紹介による海外建築事務所で
の研修である。英語による他国からの留学生との交流、論文発表、意見交換を通じ、日本文化・伝統の
重要性を再認識するなど、貴重な体験ができたことへの謝意も示された。
　３番目のNo.10については、同じく海外インターンシップの事例ではあるが、学生は博士後期課程3年
生でもあり、すでに国際学会での発表経験もあるものと思われる。国際共同研究の一員としての経験が、
さらなる飛躍につながることを期待したい。
　最後に登場したNo.11は、本事業初の女子学生による海外インターンシップの事例で、約半年にわた
るオランダ・ハーグにあるENCS（European Network for Cyber Security）での共同研究だが、日欧
双方に対面でのネットワーキング構築に大きな成果を見出したとの報告がなされた。
　以上、それぞれが大きな収穫を得て帰国した模様だが、今後「ごきそ」誌への寄稿も要請したいので、
詳細はそれに譲る。

　総括コメントとして、国際交流推進室長の岩本雄二教授から、出発時は不安げな様子の学生たちも皆、
終わって「いい顔」をして帰ってくるのを見ると、海外に飛び込んでみるという経験が大きな成長に結
びついていると実感するとの感想が述べられた。また、一部の研究室では英語による報告会も実施され
ており、この報告会についても英語によるプレゼンテーションを行うという試みも検討中であるとのこ
と。
　本事業は、開始後の日も浅く、指導される先生方頼みの短期研修が多いのが実態だが、二年目にあ
たる平成25年度についても Type A ：10件、Type B： 4件が採択され、初めて、海外での単位取得も
目標とした1年間の留学に挑戦中の学生が3名含まれている（平成25年度分の一覧は「ごきそ」No.458/
P19を参照）。その帰国を待って、報告会が開催される予定とのこと。
　この２年間をみると、専門分野の偏りもみられ、全学への周知の点ではさらなる努力を要するが、種々
の機会に広く周知することで意欲的な学生が大勢現われることを期待したい。

　今回より、報告会の終了後、研修経
験の学生を囲んでの懇親会も開催さ
れ、篠田理事長から、「本事業の卒業
生を囲む同窓会に発展し、帰国後、さ
らには卒業後もお互いが切磋琢磨でき
る機会に育つことを願う」旨の挨拶が
述べられた。
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G A K U S E I

学生コーナー学生コーナー
（名工大新聞部提供記事）（名工大新聞部提供記事） 記：小池 花央（生命・物質4年）

オプトバイオテクノロジー
研究センター設立シンポジウム開催

　昨年12月26・27日、本学内にてオプトバイオ
テクノロジー研究センター（以下、センター）
の設立シンポジウムが開催された。
　この設立シンポジウムは、昨年８月のセン
ター設立を記念するとともに、センターの「光
が関わる生命現象を工学として解析することに
より、全く新しい産業の創出に貢献する」とい
う目的を学内外に示すためのものである。２日
間で学生や研究者、企業人など150人近くの参
加者が集い、学内外の13人の研究者による「光」
と「いのち」に関わる学術講演と、参加者との
活発なディスカッションが行われた。
　当センターは、本学のこれまでの「光といの
ち」研究の実績に基づき、光の本質や光が関わ
る生命現象についての基礎研究を伸ばし、生物
の光エネルギー変換を解明することで将来の生
命科学・材料科学に必須となる研究ツールや新
材料を創製、医療分野への発展をも目指してい
く。
　センターにはセンター長である神取秀樹教授
（生命・物質）をはじめとして、生命・物質工学科、
電気電子工学科、機械工学科と広い分野の教員
が所属しており、それぞれの教員が各々の「光」
及び「いのち」に関わる研究を進めている。光
を利用した生命現象の解析は脳研究への貢献な
どのために大きな注目を集めている学問分野だ
が、「光といのち」「オプトバイオテクノロジー
（光生物工学）」といった単語の提示はセンター
独自のものである。神取教授によると、これら
のテーマに沿って研究を行っている研究者は国
内外ともに少ないが、だからこそ大きな可能性
を秘めており、様々な分野の連携が重要になる
という。

　設立シンポジウムでは、当センターに所属す
る本学の教員５人と、センターの活動に深く関
わる研究を行っており今後連携を進めていく国
内研究機関のうち、東京大学、京都大学、岡崎
３研究所から招いた８人の研究者が講演を行っ
た。内容は光センサータンパク質、光による生
体組織の解析、光電変換や量子論など、広い意
味での「光」と「いのち」に関する研究が取り
上げられ、今後このセンターが据える切り口を
示すものとなった。
　設立シンポジウムを終えて、神取教授は「学
内のそれぞれの分野に十分なポテンシャルを
持っていることを確認できた。それらをうまく
利用し連携して外へ発信していくという、セン
ターが目指している方向の重要性を確信した」
と語った。今後はセンターに所属する教員に留
まらず学内・学外にも広がりを持たせ、異分野
間でゆるやかに連携しながら、センターの活動
をますます充実させていくという。
　センターは「『光といのち』研究の世界拠点
の形成」も目指しており、2014度には国際シン
ポジウムも計画しているという。今後の進展が
期待されるものである。
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記：山田 彩加（電気電子4年）

亜鉛の抗酸化作用を発見

　本学の増田秀樹教授（生命・物質）の研究グ
ループは、亜鉛イオンに活性酸素を無害化する
効果があることを世界で初めて発見した。亜鉛
イオンが無害化する活性酸素はスーパーオキサ
イド（以下、超酸化物）と呼ばれるもので、人
間が呼吸で取り込む酸素のうち約２％がヘモグ
ロビンから電子を奪って離脱することで生成さ
れる。超酸化物はイオンの電子配置が不安定で
あるため非常に危険な物質で、がんを誘発し老
化を促進するとされている。そこで体内では
スーパーオキシドディスムターゼ（以下、ＳＯ
Ｄ）という酵素で無害化を行っている。
　ＳＯＤには銅と亜鉛の原子が含まれており、
今までは銅が超酸化物の無害化にかかわってい
ると予想されていたが、今回増田教授らは亜鉛
に着目して研究を進めた。その結果、亜鉛イオ
ンにも超酸化物の抗酸化作用があることが分
かった。さらに、数種の試験用化合物のうち亜
鉛と結合する余地のないもののほうが、抗酸化
作用が大きいことから、抗酸化作用に亜鉛との
結合は必要ないことまで導き出した。これは亜
鉛イオンの陽イオン性が超酸化物の陰イオン性
をひきつけ、ひきつけられた超酸化物のエネル
ギーが他の超酸化物より小さくなることから他
の超酸化物から電子をもらうことにより酸素と
過酸化水素に変化することによるものである。
つまり、超酸化物どうしで反応しているのである。
　ＳＯＤは体内で処理できる超酸化物の許容量
を超えた場合などに体外から摂取する必要があ
り、また、ＳＯＤの保有量と寿命には相関関係
があるとされている。そこで亜鉛は人体に無毒
であり、効果のある構造まで分かっていること
から今後はこれを使用した創薬やビタミン剤の
研究がなされていくだろう。増田教授は「これ
から薬として使えるようにするのはどうしたら
いいかを考えていきたい」と述べた。なお、こ
のことについて書かれた亜鉛創薬の論文はア
ンゲヴァンテ・ケミーというインパクトファ
クター 13以上の論文誌に掲載され、さらには、

表紙にも採用されている。
　また、増田教授はこの秋、錯体化学会賞を受
賞している。錯体化学会賞とは錯体化学会会員
の中から、特に業績が優れ、錯体化学の発展に
寄与したと認められる研究者に贈呈される栄誉
ある賞である。増田教授は生体系の分野を取り
入れ、さらに錯体化学を他分野まで応用させる
など先導的研究を行ったことなどが評価され受
賞に至った。今回の受賞について増田教授は「名
工大で今回の賞を受賞したことは大変意義のあ
るものである。普段は他大学と比べがちだが今
回受賞できたのはグループの力でもあり、我が
国でのその高い位置づけを示すものであり、胸
をはっていい」と語った。
　現在、例えば燃料電池が水素と酸素が反応し
て水を生成するクリーンなエネルギーであるこ
とは誰でも知っているが、実は同様の反応は人
の細胞の中でも行われている。他にも、有用な
化合物の工業的製造法は多々確立しているが、
これら工業的製法は環境に大きな負担を強いて
いる。しかし、これらと同様の反応を生物が行っ
ているものも沢山ある。増田教授は「今すぐに
とは言わないが、少しずつでも環境に負担をか
けない、生物機能を摸倣した工業的製造法を確
立させていくことが目標だ」と今後の方針につ
いて述べた。

増田秀樹教授
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記：山田 彩加（電気電子4年）

伊藤准教授グッドデザイン賞Ｗ受賞

　本学の伊藤孝紀准教授（建築・デザイン）が
「NITY」と「OSORO」で2013年度グッドデザ
イン賞を受賞した。グッドデザイン賞は有形無
形に問わず、「そのデザインがくらしを、社会を、
豊かにしうる」ことが評価されたものに対して
贈られる最高の賞である。
　NITYは2011年から本学で実用化を目的とし
た社会実験が数度にかけて行われたコミュニ
ティサイクルである。2011年は世界初の交通系
ＩＣカードを活用したシステムの提示だった
が、2012年の社会実験では独自のデザインを発
表。車体の色は黒と黄色が主体となり、自転車
返却時にフレームの黄色が返却台の黄色とマッ
チすることで「N」の文字が浮き上がる楽しさ
を演出している。ほかにも利用率向上につなが
る工夫がなされており、サドルの高さや荷台の
設置など利用者の多数を占める女性に主眼を置
いたデザインとなっている。なお、このNITY
は公益社団法人日本サインデザイン協会が顕彰
する2013年度ＳＤＡデザイン賞の最優秀賞も受
賞している。
　OSOROは眼鏡メーカーのMonkeyFlipと共同
開発し商品化されたヒトとの繋がりを実感でき
る眼鏡である。東日本大震災以降、ヒトとのつ
ながりが強く求められる時代となった。そこで
登場したのがOSOROだ。OSOROには２つの形
状があり、片方はやや大きめでレンズ部分のフ
レームが凹型となっている。もう片方はやや小

さめで凸型のフレームとなっており、２つの眼
鏡は互いに重なり合うデザインになっている。
このようなさりげない仕掛けが施された眼鏡、
OSOROが大切な人との繋がりを実感させてく
れる。
　今回の受賞を受けて伊藤准教授は「デザイン
は一人でやっているのではなく技術者や販売者
などチームでやっており、それが評価されたこ
とで次へのモチベーションにつながる。この地
域の企業と連携して、デザインの力で活性化し
たい」と語った。今後は名古屋の街を良くし
たいという強い想いのもと、NITYの実用化や
OSOROのようなデザイン活動などに取り組ん
でいくとのことである。伊藤准教授のような想
いが、さまざまなものに形を変えて名古屋の発
展につながっていくのだろう。

伊藤孝紀准教授

記：加藤 豊大（情報3年）

部活の扉 第25回『環境委員会ＮＥＰ部』

　環境委員会は2011年４月に同好会の形で発足
し、去年環境委員会ＮＥＰ部という部活動とし
て認可を受けた、名工大の環境をより良くしよ
うと言う目標を掲げている部活動である。環境
委員会ＮＥＰ部は、同好会発足からおよそ３年
間活動を行っている。
　環境委員会ＮＥＰ部は自転車班・ゴミ分別
班・清掃班の３つの班に分かれて活動を行って
いる。自転車班は学内の自転車についての活動
を行っており、主に駐輪場における自転車の整
理整頓や卒業生が自転車を学内に放置して卒業
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してしまうことについての広報、駐輪場の利用
台数のデータ収集を行っている。次にゴミ分別
班は、不燃のごみ箱に不燃以外のごみが入るこ
とが多いことから、不燃ごみのごみ箱に蓋をつ
けたり、部室棟の大掃除の際の不燃ごみと粗大
ごみの分別ポスターを制作したりするなどの活
動を行っている。そして、その活動の成果や他
にどのような活動が必要なのかという指標を清
掃業者の方にアンケートをとることで明らかに
しようという試みも行っている。最後に講義室
や部室棟などの清掃やごみ収集などを行ってい
る清掃班がある。
　環境委員会ＮＥＰ部の現代表であり、清掃
班の代表でもある長谷川真也さん（情報４年）、
自転車班の代表である長谷川栄生さん（環境材
料４年）、ゴミ分別班の代表である伊神貴之さ
ん（生命・物質４年）の代理の清水大輔さん（生
命・物質３年）、折本真毅さん（機械２年）に
活動について苦労していることを尋ねると、ど
のように活動を学生に知ってもらうかという点
をまず挙げていた。「活動を広く知ってもらわ
ないと、活動がその場しのぎになってしまう」
と長谷川さんは言う。他にも学内全体で活動を

行うためにはまだ人手が足りていないことなど
を話してくれた。
　そんな名工大の環境をより良くしようと日々
努力している環境委員会ＮＥＰ部に今後の目標
を聞くと、自転車班・ゴミ分別班・清掃班の３
つの班で方法は違うが学内の環境を学生がより
気持ちよく過ごせるように良くしたいという気
持ちが伝わってくる。「活動を学内の皆さんに
知ってもらい、環境への意識を持つことで、仕
事がなくなるくらいが理想」とも話してくれた。
また、今後の環境委員会ＮＥＰ部について尋ね
ると、「学務と親密に連携をとり協力すること
のできる委員会になることが目標のひとつで
す。最近では外部との活動も増えています」と
長谷川さんは語ってくれた。
　現在、環境委員会ＮＥＰ部はクラブ棟４階の
北側に部室を構えて活動を行っている。名工大
の環境について興味を持ったならば、ぜひその
部室に足を運んでみてはどうだろう。きっと今
までとは違った目線で名工大をみることで、よ
り名工大のことが好きになれるのではないだろ
うか。

【個人】 青山　春彦　E25 片岡　　甫　M31 杉村　修一　A35 松森　博巳　D29
 芦崎　重也　E34 川口　慎吾 M24（2回） 鈴木　　倭　E34 三田村好矩　F41
 新井　昭二　D22 北村　慶雄　D34 高田　太郎 山田　　修　C33
 石黒　正康　D48 久保　　仁　E32 津田　　俶　M22 吉村　洋典　E42
 泉舘　昭則 E25（6回） 桑田　　忠 都筑　　登　E29 分部　　力　E23
 稲垣　英彦　M20 河野健二郎　K39 蜂須賀辰雄　W36 渡辺　仁司　M29
 上田　　智　K59 近藤　政之　B43 馬場　利昭　M43
 小野川利昌　M37 桜井　　亨　K51 久田　　廣　D47
 小原　治男　C37 杉浦　潔彦　W34 蛭田　道夫　M49

【団体】 Ｍ33同窓会有志 アイシン精機株式会社
 名工大D41卒有志一同 スズキ株式会社
 電子工学科昭和48年卒一同 株式会社デンソークリエイト
 株式会社中建設計(石田　壽) 住友電装株式会社
 名古屋工業会九州支部　有志一同 東海ゴム工業株式会社
 名古屋工業会東海地区新年互礼会参加者有志一同 

【上記以外に掲載希望しない方41名と１団体】

　名古屋工業大学基金への寄付は、母校の発展に寄与するものです。同窓会や同期会、各種の会合等の機会を
通じてご協力いただきます様お願い致します。
　基金に関するお問い合わせは、名古屋工業大学基金ホームページhttp://www.nitech.ac.jp/kikin/index.html
または電話052-735-5004澤村までお願い致します。

平成25年度名古屋工業大学基金寄付者 （平成25年10月～平成26年3月） 
※数字は卒業年



　隔年開催の三河支部総会を3月15日（土）、刈
谷市産業振興センターにて開催いたしました。
名古屋工業大学鵜飼副学長、同仁科教授、名古
屋工業会篠田理事長、同二杁常務理事を来賓に
迎え、個人会員、職域会員合わせて総勢43名の
参加者となりました。
　講演会や懇親会も含めて大学やOB会の情報
を会員で共有し、大学で行われている研究に触
れられる機会として非常に有益な場となりまし
た。
【三河支部総会】
　三河支部の活動報告、決算報告、次年度以降
の活動案について承認いただき、名古屋工業会
に関する情報を会員の皆様に展開いたしまし
た。また、支部長を含めて支部役員の改選を行
いました。次年度より岩月幹雄さんに支部長を
務めていただくこととなります。
　さらに、鵜飼副学長からは大学のトピックス

平成26年度 三河支部総会報告
や将来に向けた大学の展望について、次期学長
になられるにあたっての思いも含めて紹介いた
だきました。
【講演会】
　名古屋工業大学 仁科健教授にお越しいただ
き、「名工大における社会人教育」という演題で
講演いただきました。
　大学での今までにはない研究を紹介してほし
いという会員の意見から、大学の新しい取り組
みとして行われている工場長養成塾等の事業や
その取り組み内容などを紹介いただきました。
【懇親会】
　来賓の皆様にも参加いただき、各会員間だけ
ではなく幅広い交流の場となりました。
　最後は、全員で学歌を歌い万歳三唱で次回以
降の再会を約して散会しました。

記：山本 桂己（ZK⑪）
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